
挙げられたものである。一方、「逆条件」の包含関係では「五年経っても何年経っても」は反復

関係の「時間が経っても経っても」のように解釈できる。この意味で「逆条件」の進捗関係、

包含関係、反復関係の間に意味的な繋がりがある。 

「並列条件」の場合は非反復タイプの三つの関係のみ持っており、反復タイプは持っていな

い。これも同じく、並列関係、進捗関係、包含関係の三者が意味的に繋がっている。 

今回は紙幅の関係で BCCWJ で検索した「～にしても」（331 例）、「～であっても」（57 例）の

反復は本稿の研究の対象外にした。しかし、例文（39）（40）のような表現は「男でも女でも」

のような「～でも～でも」文と関連しており、今後さらに考察する必要がある。 

 

（39）ぼくは女にしても男にしても、他人の年齢を当てるのが大の苦手なのである。 

（五木寛之『凍河』） 

（40）「あの残酷な殺され方は、犯人が男であっても女であっても、痴情のもつれだよ、痴情

のもつれ」 

（吉村達也『竜神温泉殺人事件』） 

 

注  

（1）清水（2010）では、「A ても」と「B ても」の主節との条件関係は「選択並列用法」の場合、「①逆条

件，逆条件②並列，逆条件③並列，並列④逆条件，並列」の四つで、「反復用法」の場合、「逆条件，逆

条件」であると指摘している。 

（2）動詞の否定形に「ても」を後接する場合、「V なくても V ても」「V ても V なくても」「V なくても V なく

ても」の三つのパターンがあり、全て上記と似ているような方法で、計 22 回の検索を行った。また、

動詞の受身（「V（ら）れても」）と使役（「V（さ）せても」）以外の「助動詞ても」（「V たくても」「V そ

うでも」「V やがっても」「V らしくても」「V べきでも」「V ようでも」など）は研究の対象外となるた

め、受身と使役の用例を「文字列」という検索方法で、「れても%れても」「れても%せても」「せても%れ

ても」「せても%せても」の形で 4 回の検索を行った。 
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隠元と龍渓性潜  

―隠元の黄檗宗開立を支援する龍渓性潜の動機を中心に―  

Ingen and Ryokei Shosen 

On Ryoukei’s motives to help Ingen for founding Obaku-shu 
 

 楊 慶慶  
YANG QINGQING 

 

摘要  

In the year of Joo 3(1654), Ingen Ryuki (1592 -1673), a Chinese eminent monk of late Ming and 

early Qing dynasties, went to Japan and there founded a new Zen sect Obaku -shu. The greatest 

contributor to his religious success was Ryokei Shosen(1602 -1670), the abbot of Myoshin-ji Temple in 

Kyoto. This paper analyzes and generalizes what implicitly and explicitly motivates Ryokei to support 

Ingen about his foundation of Obaku-shu by detailed interpretations of the analects and letters of 

relevant key figures involved, along with in-depth analysis of their emotions and thoughts against the 

religious, political and other social backdrops in the early Edo Period.  

How Obaku-shu was founded in Japan is one of the vital issues not only in the historical studies of 

early modern Japanese Buddhism, but also of Sino -Japanese Buddhism cultural exchange. Therefore, it 

is of great significance to understand the role of Ryokei in this religious event. However, no profound 

and thorough discussions have been found in previous researches, except a few mentions in limited 

relevant papers, where two key claims on Ryokei’s motives dominate. One group of researchers argues 

that Shie Jiken in 1627 provoked Ryokei’s devotion to Ingen out of religious strife. The other group 

maintains that Ryokei’s loyalty to Ingen was largely determined by Ingen’s religious thoughts and 

appealing personality. This paper supports the latter argument and draws some conclusions as follows:  

Even though Ryokei is accused, excluded and isolated by other relig ious leaders after the outbreak 

of Shie Jiken, he does not turn to Ingen out of private grievances and personal ambition. Ryokei 

devotes himself to Ingen primarily out of his religious choice for he regards Ingen as an orthodoxy Zen 

leader for Rinzai, revering his rich cultural background, resonating Doctrine of keeping precepts, 

inspiring and inclusive Zen thoughts . Motivated by such implicit and explicit considerations, Ryokei 

resolutely decides to be a faithful ally of Ingen and helps him successfully f ound Obaku-shu against all 

odds. 

キーワード：龍渓性潜 1 隠元 2 動機 3 黄檗宗 4  紫衣事件 5 

Keywords: Ryokei Shosen   Ingen   motive   Obaku -shu  Shie Jiken 
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１．はじめに  

 

承応 3（1654）年、中国明末清初の高僧隠元隆琦（1592―1673）は日本へ渡来した。寛文元

（1661）年、京都宇治で黄檗山万福寺を建立し、日本黄檗宗の開祖となっている。隠元以後、

中国仏教の日本への伝来は見られず、現在に至るまで中国僧による日本での開宗は行われてい

ない。黄檗宗の開立という偉業を成し遂げるには、日中両国からの多くの支援があった。しか

し、その中でもキーパーソンとなった人物が龍渓性潜（1602―1670）である。龍渓は妙心寺の

前住持であるが、隠元を日本に引き留めるために、何度も江戸へ往復し、幕府当局との間をと

りなした。その生涯を通して、黄檗宗の開立に尽力し、寛文 4（1664）年、龍渓 63 歳の時には、

隠元の法を嗣いで黄檗僧となった。なぜ、龍渓は全身全霊で隠元を擁立したのか。この問題は

黄檗宗の開立の本源に繋がる問題であり、黄檗宗史のみならず、日本近世仏教史、日中仏教文

化交流史を考える上でも重要だと考えられる。  

先行研究では、隠元と龍渓の関係について、黄檗宗の開立に果たした龍渓の功績が史的アプ

ローチにより考察されてきた(1)。しかし、龍渓が隠元を支援する動機を中心的な問題として取

り上げた論文は見られない。龍渓の生涯と思想、紫衣事件の影響や隠元と妙心寺の関係などに

関する論文の中に、この問題に触れるものが散見されるが、そこではこれらの問題が個別に論

じられており、龍渓の動機について体系的に検討されてはこなかった。しかし、歴史は人間に

よって動く。歴史を動かす人々の思想的な側面の分析は重要である。そこで、拙論は関係人物

の語録や書簡などの第一次資料の中から、思想的、感情的な要素を重視して分析を試みる。龍

渓の行動のみでなく、感情や意識の解読によって、龍渓が隠元を支援する動機を明らかにする。  

 

２．先行研究の問題点及び必要とされる研究 

 

黄檗宗開立に紫衣事件の影響があったという問題に関して、加藤正俊氏は紫衣事件の経緯を

分析して、「黄檗教団の成立というこの大事件も裏面から見た場合、紫衣事件によって惹き起こ

された妙心寺内の硬軟両派抗争の余波であったとも云えるのである。」(2)と結論づけた。また川

上孤山氏は紫衣事件の影響で、龍渓が「昔年の冤を法山衆徒に報ふ可く事を運らしたのである、

誠や彼は隠元を迎へて黄檗の法系に転じ諱宗潜を改め性潜（性の字隠元門下の通称）を称した）」

(3)と冤を報いるために隠元を支持したという説を主張する。さらに、川辺真蔵氏は紫衣事件の

結果として、「龍渓禅師が、50 年の長い間所属していた宗派を離れて、渡来僧の下に奔ったと

いうのは、決して単純なる信仰の問題と見ることが出来ない。其所には深い利害の関係がから

まっているのだ。一種の権力争奪戦の結果に外ならないのだ。」(4)と権力争奪説を主張する。加

藤氏、川上氏、川辺氏は共に、紫衣事件が龍渓に与えた影響が大きいことを指摘する。  

その一方で、中尾文雄氏は龍渓が身を捨てて隠元に帰依する理由に関して、「ひとたびその徳
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された妙心寺内の硬軟両派抗争の余波であったとも云えるのである。」(2)と結論づけた。また川

上孤山氏は紫衣事件の影響で、龍渓が「昔年の冤を法山衆徒に報ふ可く事を運らしたのである、

誠や彼は隠元を迎へて黄檗の法系に転じ諱宗潜を改め性潜（性の字隠元門下の通称）を称した）」
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結果として、「龍渓禅師が、50 年の長い間所属していた宗派を離れて、渡来僧の下に奔ったと

いうのは、決して単純なる信仰の問題と見ることが出来ない。其所には深い利害の関係がから

まっているのだ。一種の権力争奪戦の結果に外ならないのだ。」(4)と権力争奪説を主張する。加

藤氏、川上氏、川辺氏は共に、紫衣事件が龍渓に与えた影響が大きいことを指摘する。  

その一方で、中尾文雄氏は龍渓が身を捨てて隠元に帰依する理由に関して、「ひとたびその徳

 隠元と龍渓性潜 3 

 
 

に魅せられると、（中略）その人のためには捨身することさえ宗教の世界では数多い出来事であ

る。」(5)と述べ、隠元の道（悟り）だけでなく、特に隠元の徳に魅せられているという人格魅力

説を主張する。また中尾氏は龍渓の生涯と思想を詳しく考察しており、本稿の趣旨からも参考

とすべき内容である。  

このように、龍渓が隠元を支援する動機に関する論は大きく二つの方向性に分かれている。

しかし、どちらもいまだ統合的な議論とはなっていない。論者は中尾氏の人格魅力説に立脚し

ながら、これら先行研究を踏まえ、外在的な要因と内在的な要因という二つの面で、総合的·

統合的に隠元を支援する龍渓の動機を検討する。  

 

３．龍渓性潜が隠元を支援する外在的な要因 

 

3．1．隠元渡来以前の江戸初期の禅界 

 隠元渡来前、江戸初期の臨済禅にはどのような特徴があったのか。木村静雄氏(6)や竹貫元勝

氏(7)などの研究によると、長い戦国期を経た江戸初期は、禅界も正法が絶えたとされ、仏教復

興運動が盛んになる時代であった。当時の臨済禅の内実は、詩文や偈頌のような文字にこだわ

り形骸化し、真参実究の修禅は失われていた。また室町中期から江戸初期にかけて、伽藍法の

繁栄に伴って流行した幻住派の密参口訣式の禅もその傾向に拍車をかけていた。二百年来、正

法は絶え、証明できる宗師も求められなくなったうえに、鎖国政策の影響で中国へ行くことが

できず、無師独悟する禅僧が少なくなかった。 

その一方で、公案禅の行き詰まりから脱出し、正法復興の道が模索された。当時の妙心寺の

禅僧らによる結盟遍参や、独自の特色を持つ禅の確立などの動きは注目すべきである。妙心寺

の正統派を自認する愚堂の正法禅や大愚の無相禅、雪窓の禅浄律融合の持戒念仏禅、鈴木正三

の二王禅、正三·雲居の念仏禅、盤珪の不生禅、一糸の持戒禅などが挙げられる。 

3．2．紫衣事件の影響 

紫衣事件は江戸初期の有名な事件で、寛永 5（1628）年前後の朝幕関係を考察する時、よく

取り上げられるものである。上述したように、先行研究では、紫衣事件による妙心寺内の硬軟

両派の激しい対立の結果、孤立した龍渓が利害関係によって隠元を支援するようになり、黄檗

宗の開立に尽力したことが指摘されている。しかし、紫衣事件の影響が全くなかったとは言え

ないが、それは龍渓が隠元を支援する要因となり得るのか。一体、紫衣事件は龍渓にどれほど

の影響を与えたのか。こうした問題については、龍渓の人格に関係する問題であるため、慎重

に検討する必要がある。次に加藤正俊氏(8)などの先行研究を参考にして、紫衣事件と龍渓の関

係を考察する。 

慶長 18（1613）年６月、江戸幕府は勅許紫衣法度を制定し、元和元（1615）年には、「禁中

并公家法度」など各宗諸法度を制定している。しかし、これらの法度は軽視され、ほとんど守
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られることはなかった。幕府はその状況に対応するため、新しい政策を発布した。その政策の

是非をめぐって、妙心寺内では親幕の軟派と親朝廷の硬派に分かれて激しい議論が行われてき

た。 

龍渓は、妙心寺の軟派の指導者・伯蒲慧稜（1544-1628）の弟子であった。伯蒲は幕府による

一連の法度の制定前から親幕的であった。紫衣事件において、龍渓は参謀として伯蒲を補佐し

ている。伯蒲は妙心寺一山の衰退を憂え、龍渓を連れて江戸に赴き、特に妙心寺の硬派の東源

慧等、単伝士印らのことを幕府に訴えた。その結果、東源、単伝は大徳寺の硬派の沢庵宗彭、

玉室宗珀とともに四師で配流に処せられた。 

朝廷寄りの硬派である単伝ら四僧の配流は、寛永 6（1629）年７月のことだった。しかし、

寛永 9（1632）年、徳川秀忠の死により、幕府の宗教政策は一変し、大赦令が出され、配流の

四僧も許されることとなった。特に寛永 18（1641）年には、将軍家光が大徳寺の硬派の沢庵に

好意を示し、大徳、妙心の出世問題を元和法度以前に還元したことで、紫衣事件は終止符を打

つのである。 

紫衣事件により、妙心寺は硬軟両派を問わず、精神的、財政的なダメージを受けた。寛永 18

年の解禁後、すべての非難や怨恨は伯蒲とその弟子らに向けられた。この年の 8 月 19 日、伯蒲

の十三回忌には、伯蒲の属する霊雲派を除いた東海、龍泉、聖沢三派の塔頭がすべて出頭せず、

百年忌の時でさえ、伯蒲一派を許すことはなかった(9)。 

上述のように、伯蒲が龍渓と共に江戸へ行き、妙心寺硬派について幕府に訴えたことがきっ

かけで、硬軟両派の対立は表面化した。伯蒲が江戸で崇伝に届けた三通の覚書の中の一通の内

容から、当時の伯蒲一派の感情や目的が窺えるため、以下に引用する。 

  

（前略）今度 大権現十三回御祭礼故。御赦免被成事。仏法相続之御憐愍不浅 御慈悲と

存候処に。其御志を振棄。御赦免之老老をも。私として押置。御案紙之文言に付。私之望を

申。御上意に相背事。一山之滅亡。仏法之断絶。此時に御座候。早速如御案紙一札を仕捧候

而。可然と。及度々異見を加候へ共。遂に同心仕者無之候。 上意難計一山の為。此時と存

候而。老僧か所存を紙面に写。判形を加。一山へ同心候様にと申遣候へ共。是亦無同心候間。

先老僧一人成共。一札を仕奉捧候而。一山之衆合点も可仕かと存候而。罷下候。一山之大衆

無事に同心仕候様に 被仰付候而可被下候。仏法世法之中興と可奉存候。恐惶敬白。(10)  

 

「一山之滅亡。仏法之断絶。此時に御座候。」とあるように、伯蒲や龍渓は、当時の妙心寺が

存亡の危機にあると認識し心配している。幕府から「一札を仕奉捧候而。」という命令を出され

て、妙心寺の大衆が同心できるように、「仏法世法之中興」を図りに、伯蒲は龍渓を連れて江戸

へ行くことにした。しかし、伯蒲や龍渓の「切々たる愛山護法の念」(11)によりとった行動は妙

心寺の大衆にとって、「他を陥れようとする反教団的行為に写ったようである」(12)。そのため、
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られることはなかった。幕府はその状況に対応するため、新しい政策を発布した。その政策の

是非をめぐって、妙心寺内では親幕の軟派と親朝廷の硬派に分かれて激しい議論が行われてき

た。 

龍渓は、妙心寺の軟派の指導者・伯蒲慧稜（1544-1628）の弟子であった。伯蒲は幕府による

一連の法度の制定前から親幕的であった。紫衣事件において、龍渓は参謀として伯蒲を補佐し

ている。伯蒲は妙心寺一山の衰退を憂え、龍渓を連れて江戸に赴き、特に妙心寺の硬派の東源

慧等、単伝士印らのことを幕府に訴えた。その結果、東源、単伝は大徳寺の硬派の沢庵宗彭、

玉室宗珀とともに四師で配流に処せられた。 

朝廷寄りの硬派である単伝ら四僧の配流は、寛永 6（1629）年７月のことだった。しかし、

寛永 9（1632）年、徳川秀忠の死により、幕府の宗教政策は一変し、大赦令が出され、配流の

四僧も許されることとなった。特に寛永 18（1641）年には、将軍家光が大徳寺の硬派の沢庵に

好意を示し、大徳、妙心の出世問題を元和法度以前に還元したことで、紫衣事件は終止符を打

つのである。 

紫衣事件により、妙心寺は硬軟両派を問わず、精神的、財政的なダメージを受けた。寛永 18

年の解禁後、すべての非難や怨恨は伯蒲とその弟子らに向けられた。この年の 8 月 19 日、伯蒲

の十三回忌には、伯蒲の属する霊雲派を除いた東海、龍泉、聖沢三派の塔頭がすべて出頭せず、

百年忌の時でさえ、伯蒲一派を許すことはなかった(9)。 

上述のように、伯蒲が龍渓と共に江戸へ行き、妙心寺硬派について幕府に訴えたことがきっ

かけで、硬軟両派の対立は表面化した。伯蒲が江戸で崇伝に届けた三通の覚書の中の一通の内

容から、当時の伯蒲一派の感情や目的が窺えるため、以下に引用する。 

  

（前略）今度 大権現十三回御祭礼故。御赦免被成事。仏法相続之御憐愍不浅 御慈悲と

存候処に。其御志を振棄。御赦免之老老をも。私として押置。御案紙之文言に付。私之望を

申。御上意に相背事。一山之滅亡。仏法之断絶。此時に御座候。早速如御案紙一札を仕捧候

而。可然と。及度々異見を加候へ共。遂に同心仕者無之候。 上意難計一山の為。此時と存

候而。老僧か所存を紙面に写。判形を加。一山へ同心候様にと申遣候へ共。是亦無同心候間。

先老僧一人成共。一札を仕奉捧候而。一山之衆合点も可仕かと存候而。罷下候。一山之大衆

無事に同心仕候様に 被仰付候而可被下候。仏法世法之中興と可奉存候。恐惶敬白。(10)  

 

「一山之滅亡。仏法之断絶。此時に御座候。」とあるように、伯蒲や龍渓は、当時の妙心寺が

存亡の危機にあると認識し心配している。幕府から「一札を仕奉捧候而。」という命令を出され

て、妙心寺の大衆が同心できるように、「仏法世法之中興」を図りに、伯蒲は龍渓を連れて江戸

へ行くことにした。しかし、伯蒲や龍渓の「切々たる愛山護法の念」(11)によりとった行動は妙

心寺の大衆にとって、「他を陥れようとする反教団的行為に写ったようである」(12)。そのため、
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上述したように、妙心寺内で伯蒲一派は敵視され孤立していった。誤解された龍渓の心の内に、

耐え難い気持ちのあったことがその遺偈(13)の前半から分かる。 

 

三十年前恨未消 幾回受屈爛藤条 今晨怒気向人噀(14) 喝一喝 卻倒(15)胥江八月潮(16) 

（三十年前恨み未だ消えず 幾回か屈を受く爛藤条 今晨怒気人に向って噀く 喝一喝 

卻倒す胥江八月の潮）(17) 

 

「三十年前恨未消」の三十年前とはいつのことであろうか。もし、三十年前が具体的な年代

を指すのであれば、『妙心寺史』おいて龍渓の示寂まで、「丁度伯蒲の十三回忌から三十年目で

ある」(18)と指摘されているように、寛永 18（1641）年を指すと考えられる。これはちょうど

禁紫令解禁の年である。上述したように、解禁後は、すべての非難や怨恨が伯蒲とその弟子ら

に浴びせられた。龍渓の遺偈にある「三十年前恨未消」という下りからは、紫衣事件で激化し

た山内の対立が龍渓に与えた大きな影響が推察される。この影響に対して、龍渓の態度はどう

であったのか。「恨」を抱き、妙心寺と決別して、隠元の渡来を復讐の機会ととらえ、隠元の支

援に尽力したといえるのか。この問題は龍渓の人格に関わっているため、次節で詳しく検討す

る。 

 

４．龍渓性潜が隠元を支援する内在的な要因 

 

4．1．龍渓性潜の人物像 

一体、龍渓はどんな人物なのか。この問題を明らかにするために、龍渓の『龍渓大和尚御葬

塔銘』（以下『塔銘』と略す）『隠元全集』『黄檗外記』などを参考に考察する。龍渓の生涯に関

する資料は多くないため、これらの資料を龍渓の人物像の一端を物語る資料として用いる。『塔

銘』は、龍渓とも深い友誼のある黄檗僧の高泉性潡が天和 2（1682）年 8 月に著したものであ

る。『塔銘』には龍渓について次のように記す。 

 

  （前略）甫八歳即送師入東寺習密教。師の叔父某公見師気宇超邁、謂之曰、子乃宗門人、

胡淹滞（19）乎此。師即払衣入摂州之普門。時年十六、剃度納戒、留意禅学。越二年、杖錫遊

方。飡風臥雪、凡十五年如一日也。毎以機智自負、逮読雪竇語録、始識従前所自負者皆古人

糟粕、「奚益于道」。極力参究者又六年、乃得慶快。（中略）恒欲踰海入唐、尋師印可。惜国有

禁、莫果所懐。（後略）(20) 

（甫めて八歳、即ち師を送りて東寺に入れ、密教を習わしむ。師の叔父某公、師の気宇超

邁なるを見て、之に謂いて曰く「子は乃ち宗門の人、胡んぞ此に淹滞するや。」と。師、即ち

衣を払いて摂州の普門に入る。時に年十六。剃度、納戒して意を禅学に留む。越えて二年、
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錫を杖きて遊方す。飡風臥雪すること、凡そ十五年、一日の如し。毎に機智を以って自負す。

雪竇の語録を読むに逮び、始めて従前自負する所のものは皆古人の糟粕なるを識る。「奚ぞ道

に益有らんや」と、力を極めて参究すること又た六年、乃ち慶快を得たり。（中略）恒に海を

踰えて唐に入り、師を尋ねて印可されんことを欲す。惜しむらくは国に禁有りて懐う所を果

すこと莫し。）(21) 

 

この記述から、①龍渓は才能のある立派な禅僧であるだけでなく、求道心の強い、志のある

禅僧でもあることがうかがえる。18 歳の時から、雲水となって各地に「飡風臥雪」「十五年如

一日」のように行脚する。しかし、自分の悟りに満足できず、また六年間「極力参究」してい

よいよ慶快な境地に到達した。ここからは、宗教的な悟りを求めるために、二十年以上の長い

時間を費やして、苦労を嘗めつくしても諦めない強い求道心のある龍渓の姿が見える。また、

②中国の禅林や禅匠への憧憬も見られる。海を渡り印可を求めに中国へ行きたいという望みが

常にあるが、江戸幕府の鎖国政策で、念願が叶わないことを惜しんでいる。隠元の渡来は、志

のある龍渓にとって、干天の慈雨のようであったろう。 

無着道忠は『黄檗外記』（22）で龍渓が初めて隠元を知った際のことを次のように記述している。 

 

（前略）東叔云、初メ京ノ本屋（23）、二三十巻ヲ縛ゲシテ、仙寿ニ来テ云、是一処ニ買得

タリ、一処ニ御買玉ハレ、価ハ下直ニ仕ベシ、モシヨリワケテ御取ナサルレバ、売不申ト云。

禿翁一斉ニ買之。中有隠元録二巻、読之為奇。ソノ時世間寛ヤカニテ、仙寿ヨリ龍安ノ浴室

ニ入テ浴ス。或時浴室ニテ、龍渓ニ遭テ、隠元録ノコトヲ語ル、龍渓借テ見テ大ニ奇トス。

（後略）(24)  

 

ここから、龍渓が隠元のことを知ったのは、天啓に導かれた運命のような出会いであったと

考えられる。龍渓は『隠元録』（25）を読み、隠元に会う前から、すでに心の底に隠元への尊崇の

気持ちを持つようになっていた。真摯に長く付き合うことが出来るのは、世俗の利益のためで

はなく、「高山流水」という典故のような、高潔な思想や精神の面で通じることから可能となる

ものである。『隠元録』を読んで生まれた隠元への純粋な尊崇の気持ちは後の隠元支援への萌芽

となっている。 

龍渓にとって、承応 3（1654）年の隠元の渡来がどれほどの驚喜に値するものであったかは 

想像に難くない。一方、『塔銘』には、龍渓が隠元を招請する因縁も書かれている。 

 

（前略）乙未歳、吾祖隠元老和尚応化肥州。適有僧至。師問和尚有何言句、僧答、近有偈

云、挑雲入市無人買、悩殺杖藜帰去来。師聞得欣然与衆僉議、請卓錫普門。一見如夙契。然

吾祖乃支那知識、声名浩大。乍至此邦、疑信相半、議論鋒起、危若鼎糸。而師挺身翊賛（26）、
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錫を杖きて遊方す。飡風臥雪すること、凡そ十五年、一日の如し。毎に機智を以って自負す。

雪竇の語録を読むに逮び、始めて従前自負する所のものは皆古人の糟粕なるを識る。「奚ぞ道

に益有らんや」と、力を極めて参究すること又た六年、乃ち慶快を得たり。（中略）恒に海を

踰えて唐に入り、師を尋ねて印可されんことを欲す。惜しむらくは国に禁有りて懐う所を果

すこと莫し。）(21) 

 

この記述から、①龍渓は才能のある立派な禅僧であるだけでなく、求道心の強い、志のある

禅僧でもあることがうかがえる。18 歳の時から、雲水となって各地に「飡風臥雪」「十五年如

一日」のように行脚する。しかし、自分の悟りに満足できず、また六年間「極力参究」してい

よいよ慶快な境地に到達した。ここからは、宗教的な悟りを求めるために、二十年以上の長い

時間を費やして、苦労を嘗めつくしても諦めない強い求道心のある龍渓の姿が見える。また、

②中国の禅林や禅匠への憧憬も見られる。海を渡り印可を求めに中国へ行きたいという望みが

常にあるが、江戸幕府の鎖国政策で、念願が叶わないことを惜しんでいる。隠元の渡来は、志

のある龍渓にとって、干天の慈雨のようであったろう。 

無着道忠は『黄檗外記』（22）で龍渓が初めて隠元を知った際のことを次のように記述している。 

 

（前略）東叔云、初メ京ノ本屋（23）、二三十巻ヲ縛ゲシテ、仙寿ニ来テ云、是一処ニ買得

タリ、一処ニ御買玉ハレ、価ハ下直ニ仕ベシ、モシヨリワケテ御取ナサルレバ、売不申ト云。

禿翁一斉ニ買之。中有隠元録二巻、読之為奇。ソノ時世間寛ヤカニテ、仙寿ヨリ龍安ノ浴室

ニ入テ浴ス。或時浴室ニテ、龍渓ニ遭テ、隠元録ノコトヲ語ル、龍渓借テ見テ大ニ奇トス。

（後略）(24)  

 

ここから、龍渓が隠元のことを知ったのは、天啓に導かれた運命のような出会いであったと

考えられる。龍渓は『隠元録』（25）を読み、隠元に会う前から、すでに心の底に隠元への尊崇の

気持ちを持つようになっていた。真摯に長く付き合うことが出来るのは、世俗の利益のためで

はなく、「高山流水」という典故のような、高潔な思想や精神の面で通じることから可能となる

ものである。『隠元録』を読んで生まれた隠元への純粋な尊崇の気持ちは後の隠元支援への萌芽

となっている。 

龍渓にとって、承応 3（1654）年の隠元の渡来がどれほどの驚喜に値するものであったかは 

想像に難くない。一方、『塔銘』には、龍渓が隠元を招請する因縁も書かれている。 

 

（前略）乙未歳、吾祖隠元老和尚応化肥州。適有僧至。師問和尚有何言句、僧答、近有偈

云、挑雲入市無人買、悩殺杖藜帰去来。師聞得欣然与衆僉議、請卓錫普門。一見如夙契。然

吾祖乃支那知識、声名浩大。乍至此邦、疑信相半、議論鋒起、危若鼎糸。而師挺身翊賛（26）、
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不顧危亡。（後略）(27)  

（乙未の歳，吾が祖隠元老和尚、肥州に応化す。適々僧の至る有り。師問う「和尚、何の

言句かある。」僧答う「近ごろ偈有り云く、雲を挑げて市に入るに人の買う無し。杖藜を悩殺

して帰去来。」と。師、聞き得て欣然たり、衆と僉議して、錫を普門に卓てんことを請う。一

見して夙契の如し。然も吾が祖は乃ち支那の知識、声名浩大なり。乍ち此の邦に至る、疑信

相い半し、議論鋒起して、危きこと鼎糸の如し。師、身を挺して翊賛し、危亡を顧りみず。）

(28) 

この記述から、①龍渓は隠元の思想や志に通じているため、隠元を支援する決心がついたこ

とが分かる。また、「挑雲入市無人買，悩殺杖藜帰去来。」とあるように、隠元が日本で弘法の

志や情熱に応えられないことに悩まされている詩偈を聞いた時、龍渓はさっそく隠元を招請す

るように衆と相談している。②承応三（1654）年七月隠元が渡来した時、龍渓は隠元を妙心寺

に迎えようとするが、妙心寺内部に強く反対され、明歴元（1655）年五月隠元を普門寺に迎え

ているのである。この時龍渓は妙心寺の住持であったが、隠元を「欣然」に招請したことから、

龍渓は名利にとらわれない洒脱的、開放的な人格であることがうかがえる。③「挺身翊賛、不

顧危亡」とあることから、龍渓の自分を犠牲にしても隠元を守ろうとする献身的な姿が見える。 

最初、普門寺に入った隠元は幕府に警戒され、なんらの自由も与えられていない。しかし、

龍渓らの奔走の結果、「富田以外の地にも出向くことが許されるようになり、また幕府から扶持

米の支給をうけ、特に江戸に下って将軍家綱に謁し、大老·老中らとも直接関係が生ずるように

なった」のである（29）。後には、隠元は龍渓の斡旋で、幕府から京都宇治に寺地を与えられ、

一寺を開創できるようになる。その姿に感動した隠元は、次のような詩偈で感謝の気持ちを表

している。 

   

龍渓禅徳乙未仲秋請余坐方丈、自居小茅舎於西南隅、経閲五春秋如一日。見者以謂不堪、

彼以為自得之妙。而屈己従人捨身衛道、概何見矣。況奔走江府、奚啻（30）再四踏破芒履、不

知幾何、為法之労、頗尽其心。（後略）(31) 

（龍渓禅徳、乙未仲秋、余を請ひて方丈に坐し、自ら西南隅に於て小茅舎に居し、五春秋

を経閲すること一日のごとし。見る者、以て堪へずと謂ふ、彼、以為自得の妙。而して己を

屈して人に従ひ捨身衛道すること、概ね何をか見ん。況んや江府を奔走し、奚啻再四芒履を

踏破して、幾何かを知らず、為法の労、頗る其の心を尽くす。） 

 

ここには、隠元までも感動させた龍渓の｢屈己従人捨身衛道｣の姿が見られる。法のために、

自分を捧げる純粋な求道者の証明である。 

以上をまとめると、龍渓が隠元を支援する内在的な要因について、龍渓の人物像を分析する

ことによって、いくつかの結論を出すことができる。①龍渓は求道心の強い禅僧で、中国の禅
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林や禅匠への憧れがあるため、隠元の渡来は龍渓の念願にかなうものであった。②龍渓と隠元

の間には特別な因縁があり、龍渓は隠元の思想や弘法に傾倒していたため、自ら隠元を支援す

る決心がついた。③龍渓自身も、包容力のある開放的な人格であったため、異国の隠元を受け

入れることができた。④龍渓は名利の僧ではなく、純粋な求道者であるため、隠元のため、自

己を犠牲にしても惜しまなかった。 

4．2．隠元への態度 

 龍渓にとって、隠元こそ臨済宗の正宗であり、日本の臨済宗を振興する不可欠な人物であっ

た。隠元への書簡には、崇敬や期待の感情が溢れている。次の本文は「請隠大師普門開堂啓」

である。 

 

伏以義空(32)原始五千里外禅波乃揚。明極(33)要終、三百年間祖焔無続。不因西来宗匠、争

得東振法幢。恭惟老和尚大方尊宿、碩徳明耆、金粟親承(34)。幾点文章成虎豹。檗山久踞、一

条楖栗定龍蛇。団圞緇素三千、聳出狻猊十五。全機大用、起済北築拳(35)之風、博辨宏才、闡

江西搊鼻(36)之教。（中略）仰大慈俯垂、允開法会。願展断際一雙無事手(37)、振起空門下衰、

（後略）(38)  

（伏して以れば、義空始めを原づね五千里外禅波乃ち揚る。明極、終を要す三百年間、祖

焔、続くこと無し。西來の宗匠に因らずんば、争か東振の法幢を得ん。恭しく惟れば老和尚、

大方の尊宿、碩徳、明耆、金粟に親しく承く。幾く点の文章か虎豹を成さん。檗山に久しく

踞る、一条の楖栗、龍蛇を定む。団圞たる緇素三千、狻猊十五を聳出す。全機大用、済北築

拳の風を起し、博辯宏才、江西搊鼻の教を闡く。（中略）仰ぐらくは大慈俯垂し、允に法会を

開かんことを。願くは断際一雙無事の手を展べて空門の下衰を振起し、）(39)  

 

中国の臨済宗は臨済義玄を始祖とする。臨済義玄は六祖恵能の弟子の南嶽懐譲から、馬祖道

一、百丈懐海、黄檗希運と続く法系を受け継ぐ。「金粟親承」「起済北築拳之風」「闡江西搊鼻之

教」「願展断際一雙無事手」という文言によく表されているように、龍渓は隠元を馬祖らと並ん

で取り上げており、隠元が臨済正宗の法脈を受け継いでいることを信じ、その信仰の正統性を

認めている。「三百年間祖焔無続、不因西来宗匠、争得東振法幢」「振起空門下衰」とあるよう

に、日本の禅法の三百年来の頽廃を奮い起こしてくれるのは隠元だけであると期待している。

その崇敬や期待の心があるからこそ、隠元を尽力で支援するのである。 

4．3．隠元思想との共鳴 

 隠元への崇敬や期待の気持ちは、隠元の思想に対する共鳴と受容から生まれたものである。

「臨済正宗三十二世」と自称する隠元の禅風にはどのような特徴があるのか。また正法禅を掲

げる愚堂の禅風とはどのように異なるのか。次に、愚堂、隠元及び龍渓の三者の禅思想や戒律

観を比較する。 
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林や禅匠への憧れがあるため、隠元の渡来は龍渓の念願にかなうものであった。②龍渓と隠元
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条楖栗定龍蛇。団圞緇素三千、聳出狻猊十五。全機大用、起済北築拳(35)之風、博辨宏才、闡

江西搊鼻(36)之教。（中略）仰大慈俯垂、允開法会。願展断際一雙無事手(37)、振起空門下衰、

（後略）(38)  
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教」「願展断際一雙無事手」という文言によく表されているように、龍渓は隠元を馬祖らと並ん

で取り上げており、隠元が臨済正宗の法脈を受け継いでいることを信じ、その信仰の正統性を

認めている。「三百年間祖焔無続、不因西来宗匠、争得東振法幢」「振起空門下衰」とあるよう

に、日本の禅法の三百年来の頽廃を奮い起こしてくれるのは隠元だけであると期待している。

その崇敬や期待の心があるからこそ、隠元を尽力で支援するのである。 
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 隠元への崇敬や期待の気持ちは、隠元の思想に対する共鳴と受容から生まれたものである。

「臨済正宗三十二世」と自称する隠元の禅風にはどのような特徴があるのか。また正法禅を掲

げる愚堂の禅風とはどのように異なるのか。次に、愚堂、隠元及び龍渓の三者の禅思想や戒律

観を比較する。 
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伊藤古鑑氏は『日本禅の正燈 愚堂』で、愚堂の生涯と思想を詳しく考察し、「愚堂の思想の

根本義は、妄念未起のところにあって、日常の行住坐臥を無心に云為行動したものである。」(40)

と述べている。即ち、愚堂野思想は是非善悪の二項対立の念を捨てた、無分別で、日常茶飯事

で、「茶に逢っては茶を喫し、飯に逢っては飯を喫し」という無造作に動く馬祖道一の「平常心

是れ道」、臨済義玄の「平常無事」「無事是れ貴人」などの思想を反映している(41)。禅はたいし

たことではなく、悟りも日常の茶飯事にあるという思想は、愚堂が二十九歳の時に作った「自

笑十年行脚事、痩藤破笠扣禅扉、元来仏法無多子、喫飯喫茶又着衣」(42)という投機の偈にもよ

く表されている。「元来仏法無多子」は臨済義玄の大悟の時の「元来黄檗仏法無多子」に拠る文

で、「喫飯喫茶又着衣」も『臨済録』の「約山僧見処、無如許多般、祇是平常。著衣喫飯、無事

過時」(43)の主旨と同じである。愚堂は自分の禅こそ関山一流の正燈禅と堅持して、当時の戒律

禅や念仏禅に強く反発している。 

それに対して、隠元の黄檗禅には一体どんな特徴があるのか。隠元から後水尾法皇への法語

を一例として考察する。法語の内容は次のようなものである。 

 

夫単伝直指之道、別無言説、唯要自己放下身心及一切塵労、直下返炤本来面目、覷破無位

真人、則不被外物之所蒙昧。如鏡対鏡、了了分明、原無一物染汚、亦無点塵留碍、円陀陀、

活潑潑、赤洒洒、転轆轆、名不可名、識焉能識、直得自徹自悟自了而後己。既徹悟了然、則

生死去来、自由自在、処富貴不為富貴之所牢籠、処人天不為人天之所留碍。可謂万象主、而

作四生父、以天下為一家、以万類為一子、（後略）(44)  

（夫れ単伝直指の道、別に言説無し、唯だ要す、自己身心及び一切の塵労を放下して、直

下に本来の面目を返照し、無位の真人を覷破するときは、則ち外物の蒙る所を被らず。鏡の

鏡に対するが如く、了了分明なり、原と一物の汚染無く、亦た点塵の留礙無し、円陀陀、活

潑潑、赤洒洒、転轆轆、名も名づくべからず、識も焉ぞ識らん、直に自徹自悟自了を得て後

已まん。既に徹悟了然たるときは、則ち生死去来自由自在、富貴に処して富貴の為に牢籠せ

られず、人天に処して人天の為に留礙せられず。謂ふべし、万象の主にして、而も四生の父

と作り、天下を以って一家と為し、万類を以って一子と為し、）(45) 

 

人間は皆仏性が具足している。この仏性はここで「本来面目」「無位真人」と呼ばれている。

この仏性はもともと円満で、清浄で、何も汚されていないだけでなく、「円陀陀、活潑潑、赤洒

洒、轉轆轆」とあるように、活発で生き生きとしていて、しかも拘束もなく、自由自在である。

しかしこの仏性は、外物や塵労によって汚染されてしまう。そのため、「無位真人」を見破るた

めに、経典の説教に基づくだけでなく、自分で参究して直入頓悟することが大切である。身心

や万縁を「放下」して、一念不生で生死や名利から解脱することによって、絶対的な独立と自

由、平等な境地に入ることができる。この法語からは、隠元の出没自在、縦横無礙の禅風が感
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じられる。  

中国の古典禅は如来蔵思想と般若中観の思想を融合し、空はただ何もないという意味ではな

く、空を超越する自由自在を強調している。臨済宗の開祖臨済義玄はその思想を継承・発展さ

せ、人の主体的価値を重視する。このことから、愚堂は馬祖道一の「平常心是れ道」「即心即佛」

を強調するが、隠元は生死や世俗から解脱し、超越した自由自在の境地にある人間の主体性や

自主性を強調するという違いがうかがえる。加えて、隠元の思想には、明末期の中国仏教の影

響を受けて、禅、浄、律、密等の要素を含めた総合仏教的な色彩がある。愚堂は戒律禅や念仏

禅に強く反発し、禅の純粋性を追求していたため、隠元の融合性に反感を持ったのだろう。で

は、龍渓の禅の思想や、隠元及び黄檗宗への態度はどうであろうか。龍渓の語録を通して考察

する。 

 

問：和尚得何法。師曰：早晨喫粥、午時喫飯。(46)  

（問う「和尚、何の法をか得たる。師曰く「早晨に粥を喫し、午時に飯を喫す。」）(47) 

法輪、示衆。古人云、平常心是道。汝等切須辨平常心。但能隨縁消旧業、任運著衣裳、要

行即行、要坐即坐。無一念心希求仏果。諸仁者佛果尚不希求、況世出世間一切古業乎。到這

裏僅言無事隔重関、不若平常心上閑。（後略）(48)  

（法輪、示衆。古人云く、平常心是れ道、と。汝等、切に須らく平常心を辨ずべし。但だ

能く縁に隨って古業を消し、任運に衣裳を著けて、行かんと要すれば即ち行き、坐せんと要

すれば即ち坐す。一念心の仏果を希求する無し。諸仁者、仏果すら尚お希求せず、況んや世

出世間一切の古業をや。這裏に到って僅かに無事と言うも重関を隔つ、若かず平常心上の閑

なるには。）(49) 

 

語録を見ると、馬祖道一の「平常心是道」が強調されている。「隨縁消旧業、任運著衣裳、要

行即行、要坐即坐。」(50)も『臨済録』にある言葉で、龍渓にとって、禅も特別なことではなく、

あるがままに受け取って、一挙手一投足、無造作に動作をすることである。 

柳田聖山の『臨済ノート』では、「臨済禅を貫く基本的性格としては、あらゆる既成の古い権

威を否定し、外的なる何ものにも拘わらぬ自由な人間の肯定もしくは強調がある」(51)と述べら

れている。愚堂も龍渓も「平常心是道」を強調するのに対して、隠元は臨済禅の人間の自由な

主体性を重視する。愚堂の純粋性に対して、隠元の禅の真髄が臨済禅を受け継いでいるうえで、

融合性が高い。「襟度寬弘」(52)の龍渓は、隠元の禅の正統性や融合性に魅力を感じ、惹きつけ

られていると考えられる。さらにそれだけでなく、隠元の持戒主義と共鳴している。 

当時の「妙心寺には、禅の在り方について、戒律を厳格にする持戒主義と、持戒の形式を超

越してしかも真実の道を行なう悟道主義との、二つの潮流があった。」(53)。愚堂の戒律観は「戒

無き所に戒を保持すべく、形式を超越した眞實自由の上に法身無作の統一的自覚を得せしめや
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じられる。  

中国の古典禅は如来蔵思想と般若中観の思想を融合し、空はただ何もないという意味ではな

く、空を超越する自由自在を強調している。臨済宗の開祖臨済義玄はその思想を継承・発展さ

せ、人の主体的価値を重視する。このことから、愚堂は馬祖道一の「平常心是れ道」「即心即佛」

を強調するが、隠元は生死や世俗から解脱し、超越した自由自在の境地にある人間の主体性や

自主性を強調するという違いがうかがえる。加えて、隠元の思想には、明末期の中国仏教の影

響を受けて、禅、浄、律、密等の要素を含めた総合仏教的な色彩がある。愚堂は戒律禅や念仏

禅に強く反発し、禅の純粋性を追求していたため、隠元の融合性に反感を持ったのだろう。で

は、龍渓の禅の思想や、隠元及び黄檗宗への態度はどうであろうか。龍渓の語録を通して考察

する。 

 

問：和尚得何法。師曰：早晨喫粥、午時喫飯。(46)  

（問う「和尚、何の法をか得たる。師曰く「早晨に粥を喫し、午時に飯を喫す。」）(47) 

法輪、示衆。古人云、平常心是道。汝等切須辨平常心。但能隨縁消旧業、任運著衣裳、要

行即行、要坐即坐。無一念心希求仏果。諸仁者佛果尚不希求、況世出世間一切古業乎。到這

裏僅言無事隔重関、不若平常心上閑。（後略）(48)  

（法輪、示衆。古人云く、平常心是れ道、と。汝等、切に須らく平常心を辨ずべし。但だ

能く縁に隨って古業を消し、任運に衣裳を著けて、行かんと要すれば即ち行き、坐せんと要

すれば即ち坐す。一念心の仏果を希求する無し。諸仁者、仏果すら尚お希求せず、況んや世

出世間一切の古業をや。這裏に到って僅かに無事と言うも重関を隔つ、若かず平常心上の閑

なるには。）(49) 

 

語録を見ると、馬祖道一の「平常心是道」が強調されている。「隨縁消旧業、任運著衣裳、要

行即行、要坐即坐。」(50)も『臨済録』にある言葉で、龍渓にとって、禅も特別なことではなく、

あるがままに受け取って、一挙手一投足、無造作に動作をすることである。 

柳田聖山の『臨済ノート』では、「臨済禅を貫く基本的性格としては、あらゆる既成の古い権

威を否定し、外的なる何ものにも拘わらぬ自由な人間の肯定もしくは強調がある」(51)と述べら

れている。愚堂も龍渓も「平常心是道」を強調するのに対して、隠元は臨済禅の人間の自由な

主体性を重視する。愚堂の純粋性に対して、隠元の禅の真髄が臨済禅を受け継いでいるうえで、

融合性が高い。「襟度寬弘」(52)の龍渓は、隠元の禅の正統性や融合性に魅力を感じ、惹きつけ

られていると考えられる。さらにそれだけでなく、隠元の持戒主義と共鳴している。 

当時の「妙心寺には、禅の在り方について、戒律を厳格にする持戒主義と、持戒の形式を超

越してしかも真実の道を行なう悟道主義との、二つの潮流があった。」(53)。愚堂の戒律観は「戒

無き所に戒を保持すべく、形式を超越した眞實自由の上に法身無作の統一的自覚を得せしめや
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うとしたのである。」(54)。「無作」とは「作為のないこと。自然のまま」ということである。分

別の心を持たず、全てを「そのままに見るところに禅の宗旨はあり、禅の戒法も守られている」

(55)ところに、禅宗の「禅戒一如」の思想が見られる。即ち、戒相にこだわるのではなく、明心

見性していけば、自ずと戒を守るようになる、或いは徹底的に大悟していけば、わざわざ守る

べき戒はない。愚堂の無相戒は大根機の禅者でなければ、その境地に至ることができない。か

えって、酒を飲むなどの戒法を破るはめになって、僧侶らしくなくなってしまう。その現象に
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夫一代時教、雖法門無尽、莫過戒定慧三無漏正行。余諸善法、皆是助行也。所謂三学者不

出衆生自性。若自性無一毫非、名之為戒、無一毫乱、名之為定、無一毫癡、名之為慧。（中略）
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華云別解脱、謂十重四十八軽、別出非故也。如来成道最初結心地戒者何耶。謂戒是正順解脱

之本、依因此戒得生諸禅定及滅苦智慧也。其本乱而末治者無有是処。須知戒是学仏之先務也、

声聞小戒専護身口菩薩、菩薩大戒全浄三業、三業以心為主、故先令孝順父母師僧三宝、孝順

至道之法、孝名為戒、此乃標衆生之心徳也。（中略）當知菩薩心徳為戒、背徳為犯矣、如殺盗

婬妄等殺心僅起、雖未殞命、早是犯重、余盗心婬心等皆例之矣。(58) 

（夫れ一代の時教、法門無尽なりと雖も、戒定慧三無漏の正行に過ぎること莫し。余の諸

善法は皆な是れ助行なり。所謂る三学は衆生の自性を出ず。若し自性、一毫の非無き、之を

名づけて戒と為し、一毫の乱無き、之を名づけて定と為し、一毫の癡無き、之を名づけて慧

と為す。（中略）所以に釈迦牟尼仏、初め菩提樹下に坐して無上覚を成じ、初めて菩薩の波羅

提木叉を結す。之を心地戒品と謂う。波羅提木叉、華には別解脱と云う。謂く十重、四十八

軽、別に非を出すが故なり。如来成道の最初に心地戒を結することは何ぞや。謂る戒は是れ

正順解脱の本、此の戒に依因って、諸の禅定及び滅苦の智慧を生ずることを得ればなり。其

の本乱れて末治まる、是の処有ること無し。須らく知るべし、戒は是れ学仏の先務なること

を。声聞の小戒は専ら身口を護す。菩薩の大戒は全く三業を浄む。三業は心を以って主と為

す。故に先づ令父母師僧三宝に孝順せしむ。孝順は至道の法、孝を名づけて戒と為す。此れ

乃ち衆生の心徳を標すればなり。（中略）当に知るべし、菩薩は心徳を戒と為し、徳に背くを

犯すと為すことを。殺盗婬妄等の如き、殺心僅かに起れば未だ命を殞さずと雖も早く是れ重

を犯す。余の盗心婬心等皆な之に例す。）(59) 

 

龍渓の戒律観には次に挙げる四つの特色がある。①戒定慧こそ正行であり、それ以外はすべ

て助行とあり、戒律重視の思想が見られる。②「若自性無一毫非、名之為戒、無一毫乱、名之

為定、無一毫癡、名之為慧」というのは六祖の「心地無非自性戒、心地無痴自性慧、心地無乱

自性定」と全く一致しており、六祖の無相戒の思想が受け継がれていることが分かる。③「声

聞小戒専護身口菩薩、菩薩大戒全浄三業」とあることから、大乗戒を重視すると同時に、「声聞

小戒」すなわち小乗声聞戒も重視される。④孝を重視する。 

中国の戒律思想の主流は、大乗菩薩戒と小乗声聞戒をともに重視する。これは明末の戒律思

想の特色である。大乗菩薩戒と小乗声聞戒をともに重視することや「孝」を重視する思想は隠

元と龍渓の共通するところである。龍渓が隠元から影響を受けたのか、或いは、もともと、同

じような思想を持っていたのかについては、さらに早期の語録によって考察する必要があるが、

ここでは少なくとも、両者の間に思想の共鳴があるのは分かる。それだけでなく、中尾氏は龍

渓が隠元の『弘戒法儀』によって「後水尾法皇を始め皇女方に授戒」したことを指摘している。

この点からも、隠元の影響がうかがえる。 

隠元の自由闊達の禅風や持戒主義などの思想は開放的であり、包容力のある龍渓にとって、

馴染みやすいものであったろう。思想の共鳴がある相手に、崇敬の念まで抱いていたならば、
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自分を犠牲にしてでもその相手のために奉仕しようとしてもおかしくはない。そのため、隠元

思想との共鳴や隠元に対する崇敬の念などは、龍渓が自分を犠牲しても、隠元を支援しようと

する重要な要因となる。 

 

５．妙心寺における龍渓性潜への誤解 

 

妙心寺僧にとって、黄檗宗は脅威の存在であった。そのため、黄檗宗の開山を支援する龍渓

への敵意も想像に難くない。寛文四年、龍渓は隠元に帰依するが、その行為は妙心寺史上未曽

有の出来事であった。それに対して、寛文５（1665）年、妙心寺では妙心壁書の補正が出され

る。関山派の徒で他山に掛搭し、衣帯を変更し、法名を改めた者は再度妙心寺に帰ることはで

きないとするものである。２年後の寛文 7（1667）年、龍渓と鳥取龍峰寺の提宗はこの壁書に

抗議している。壁書に対する龍渓らの難問はまとめてみると、次のようなものである(60)。 

 

壁書の如く、他山に掛搭するを禁ずるは、宗門の遺風たる諸方遍参の大事を湮滅せしむる

ものである。今や幸ひに、隠元東渡して、伝法の事を講ず。師の下に到れば、求法の一事甚

だ容易である。然るに法山反って之を禁ず。抑も之れ何等の事ぞ。凡そ宗門の師資自適なる

は禅風の美点にして寧ろ之を制し得べきにあらず、然るを却って之を制止するは自ら志士の

発達を害するに過ぎず。(61) 

 

龍渓らにとっては、ただ一心に求道する純粋な目的で、自他を区別する意識はそれほど強く

ない。法山はもっと大きな心で寛容すべきであるいうと抗議である。龍渓らの難問に対して、

法山の弁駁は次のようなものであった。  

 

凡そ先規の寺法たるや、宗門一派の特風である。之に反するものは逆心不義の徒と謂はん

のみ。我宗門此等不義の徒を出すに忍びず。依って茲に禁制を発して、愛山護法に力めしむ

るの所以である。然らざれば、末派の徒、往々にして誤り、他山に遊び、衣を変じ名を改め、

師恩を忘れて、遂に山恩を忘却するのみならず、伝法始祖の恩沢をも顧みるもの無きに至ら

ん。抑々法山は隠元を迎へて、其道を学び、其法を聴くを言はず。惟ふに、龍渓は法山を黄

檗に属せしめんとして、其成らざりしを憤り、或は法山に黄檗を属せざらしめしを恨むもの

か。法山の隠元を迎うるは親交を意として、同化を意とせず。然るに何人か隠元を以て本邦

佛者の亀鑑なりとなす。之れ妄語も甚し。今や法山隠元に親むあるも、法味素より別なるを

以て、茲に禁制を加へて、我が一流末徒の輩が、是等他流異風の禍に罹るなきを誡むるのみ。

(62) 

龍渓らは、一心に求法する自分たちにとって、隠元の渡来は絶好の機会であり、法山は何も
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禁ずべきではないと意見するが、法山の返答では、かえって龍渓らを「逆心不義の徒」で、恩

義を忘れた徒とみなし、宗風や法規を守る必要があると強硬な態勢を示している。こうした双

方の議論から、「関山禅の法灯を純粋に保持することが正統であるという意識」(63)の強い法山

には、隠元こそ臨済正宗と信じている龍渓との間に、信仰の正統性をめぐる対立があることが

見える。 

寛文十年八月二十三日の早朝、龍渓は弘法の九島院で洪水に巻き込まれたが、逃げることを

せずに、遺偈を残して、水中に坐禅のままで示寂した。「その示寂は「関山濤」と揶揄され、妙

心寺開山関山慧玄禅師の怒りをかったためと、妙心寺·龍安寺の世代から削除され」(64)た。 

前文で取り上げた遺偈の中には、「恨」「受屈」「爛藤条」「怒気」「胥江八月潮」などの言葉が

用いられ、龍渓が生前どれほどの誤解をうけながら生きてきたのかがわかる。しかし、「喝一喝 

卻倒胥江八月潮」とあるように、大きな声を出して恨みを退け、最後には、どんなにつらい思

いや「恨み」、「怒り」があっても、「生死を超越して正に涅槃寂静·涅槃妙心の境界にあった」

(65)。そして最後の時、全ての怨恨を放下して、世俗を超越している境地に入ったのである。こ

れらのことを踏まえると、仏教の慈悲心のある人物だったと考えられよう。 

 

６．おわりに 

 

拙論では、龍渓が隠元を支援する動機に関して考察してきた。隠元の渡来については、その

当時禅界を代表する妙心寺内で、支持派と反対派に分かれていた。この両派の対立は紫衣事件

における対立の延長線上にある。龍渓は日本仏教の振興の念を持ちながらも、紫衣事件の影響

により、その言行が妙心寺内で受け入れられなくなり、敵視され孤立していくようになった。

このことが龍渓の心にどれほどの屈辱を与えたのか、想像に難くない。そのため、紫衣事件は

龍渓が隠元を支援することに影響を与えたという論にも賛同できるが、それが主な要因ではな

かっただろう。拙論では次のような結論を出す。 

龍渓は求道心の強い禅僧である。もともと中国の禅林や禅匠へ憧れていたため、隠元の渡来

は龍渓の望みにかなうものであった。隠元の自由闊達な禅風や持戒主義などの思想に惹かれ、

隠元こそ臨済宗の正宗であり、日本の臨済宗を振興するために不可欠な人物であることを確信

し、全ての名利を捨て、開放的な姿勢で、隠元による臨済宗の振興を期待した。そのため、誤

解や排斥を受けながらも、黄檗宗の開山のために奔走することができ、隠元を日本に引き留め、

黄檗宗開宗という偉大な事業を成し遂げるのが忘却することはできない。 

 

注  
（1）中尾文雄『龍渓禅師の生涯と思想―『龍渓和尚語録』研究ノート』（九島院蔵版、二〇〇
〇年）。鷲尾順敬「黄檗派の開立と龍渓」『日本禅宗史の研究』（教典出版、一九四五年）。辻善
之助「黄檗の開立」『日本佛教史 第九巻 近世篇之三』（岩波書店出版、一九五四年）。大槻幹
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見える。 

寛文十年八月二十三日の早朝、龍渓は弘法の九島院で洪水に巻き込まれたが、逃げることを

せずに、遺偈を残して、水中に坐禅のままで示寂した。「その示寂は「関山濤」と揶揄され、妙

心寺開山関山慧玄禅師の怒りをかったためと、妙心寺·龍安寺の世代から削除され」(64)た。 

前文で取り上げた遺偈の中には、「恨」「受屈」「爛藤条」「怒気」「胥江八月潮」などの言葉が

用いられ、龍渓が生前どれほどの誤解をうけながら生きてきたのかがわかる。しかし、「喝一喝 

卻倒胥江八月潮」とあるように、大きな声を出して恨みを退け、最後には、どんなにつらい思

いや「恨み」、「怒り」があっても、「生死を超越して正に涅槃寂静·涅槃妙心の境界にあった」

(65)。そして最後の時、全ての怨恨を放下して、世俗を超越している境地に入ったのである。こ

れらのことを踏まえると、仏教の慈悲心のある人物だったと考えられよう。 

 

６．おわりに 

 

拙論では、龍渓が隠元を支援する動機に関して考察してきた。隠元の渡来については、その

当時禅界を代表する妙心寺内で、支持派と反対派に分かれていた。この両派の対立は紫衣事件

における対立の延長線上にある。龍渓は日本仏教の振興の念を持ちながらも、紫衣事件の影響

により、その言行が妙心寺内で受け入れられなくなり、敵視され孤立していくようになった。

このことが龍渓の心にどれほどの屈辱を与えたのか、想像に難くない。そのため、紫衣事件は

龍渓が隠元を支援することに影響を与えたという論にも賛同できるが、それが主な要因ではな

かっただろう。拙論では次のような結論を出す。 

龍渓は求道心の強い禅僧である。もともと中国の禅林や禅匠へ憧れていたため、隠元の渡来

は龍渓の望みにかなうものであった。隠元の自由闊達な禅風や持戒主義などの思想に惹かれ、

隠元こそ臨済宗の正宗であり、日本の臨済宗を振興するために不可欠な人物であることを確信

し、全ての名利を捨て、開放的な姿勢で、隠元による臨済宗の振興を期待した。そのため、誤

解や排斥を受けながらも、黄檗宗の開山のために奔走することができ、隠元を日本に引き留め、

黄檗宗開宗という偉大な事業を成し遂げるのが忘却することはできない。 
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かわした慧萼にともなわれて承和 14 年(847)来日、日本にはじめて南宗禅をつたえる。  
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